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記録をしらべてみると， Fig.19に示すように，やはり多少転換点の前後で遣っているようである.

た長，との問題には研究，すべき多くの点が残されているが，それらは折をみてさらに種々の角度

からしらべてみたいと思っている.

絡りにいろいろと有益な御教示をたまわった井上宇j乱課長，高木聖教官にあっく沿礼申しあげま

す.
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